
2023 年 12 月 18 日 

環境委員会「定例委員会」議事録 
１．日  時  2023 年 12 月 5日(火) 15 時 00 分～16 時 55 分 
２．場  所  ホテルグランテラス富山 3 階 
３．出 席 者  第Ⅰ部 共催セミナー：来場 38名、オンライン 53 名(当協会＋県内企業) 

第Ⅱ部 定例委員会：小田委員長はじめ 25 名  

４．内  容 

第Ⅰ部：共催セミナー（※富山県｢美しい森林｣事業推進協議会と共催）15:00～16:15 

[講 演①]  テーマ  「Ｊ-クレジット制度および森林クレジット活用のメリットについて」 

講 師   (株)ウェイストボックス 環境ソリューション事業部 

マネージャー 野村 昌平 氏 

[講 演②] テーマ  「森林クレジット活用の事例紹介」 

講 師   ＴＯＰＰＡＮエッジ(株) 事業推進総括本部 企画販促本部 

総合販促部 第二チーム 課長 今井  尋 氏 

第Ⅱ部：定例委員会（16:30～16:55） 

1. 小田委員長挨拶  
・2020 年のカーボンニュートラル宣言から来年 4 年目に入る。この間、各社手探りで様々な取組

みをされていると思う。その中で 2024 年度は委員相互の意見交換を活発にしていきたいと考え

ている。本日は 2024 年度の事業計画に関して委員の皆様からご要望･意見を伺いたい。 

2.2023 年度事業活動報告 （資料 1、1-1、1-2） 

・幹事会は 4/26(当年度活動審議)、11/24(次年度活動審議)と 2回開催。 

・定例委員会は 7/12 に｢富山県生活環境文化部との情報交換」(機電共催)と併催して実施(合計 71

名の参加)。9/25 は勉強会テーマ｢ＧＸを地域のビジネスチャンスや経営に活かす｣と併催して実

施(合計 32 名参加)。本日は富山県との共催で｢森林 Jクレジットセミナー｣と併催して実施。 

・県内企業見学会は 6/22 に｢ヘルジアン・ウッド｣を見学(15 名参加)。10/24 に 4 年振りに県外企

業見学会を｢北陸電力㈱志賀原子力発電所｣で日帰り開催(23 名参加)。 

・機電との共催事業として 12 月に計画した｢講演会･事例発表会｣を、10/26 の T-Messe2023 で事

業変更し開催。ものづくりＧＸセミナーとして石﨑副委員長が講演し、115 名に参加頂いた。 

・講座･セミナーは今年度より｢ISO14001 内部監査員養成講座｣を 5月と 9月の 2回開催(のべ 32 社

66 名参加)。今後は 2/26 に中小企業向け｢カーボンニュートラル推進セミナー｣の開催を計画。 

・環境保全活動はオイスカ富山県支部｢緑の里山保全森づくり活動｣に相乗り参加(のべ 29 名)。 

3.2024 年度事業活動計画(案) （資料 2） 

2023 年度の活動を継続した形で計画(案)を作成。 

[幹事会] 4 月当年度活動審議、11 月次年度活動審議と 2回計画。 

[定例委員会] 7月･9月･12月の3回開催とし、下記事業を併催する(7月･12月はオンライン配信)。 

・7 月 ｢富山県生活環境文化部との情報交換｣の併催を計画(機電工業会との共催を継続) 

・9 月 新たな取組みとして「委員相互の情報交換｣を計画 (内容は 4月幹事会で審議) 

・12 月 ｢講演会･事例発表会｣の併催を計画(機電工業会との共催を継続) 

[県内･県外企業見学会] 6 月、10～11 月の 2回計画。 

・6月は県内、10月～11 月の間で県外として計画。県外については展示会や見本市の開催と合わ

せた場合は開催月を変更することを含めた計画案とした。 

[講座･セミナー] 

・5 月と 9月｢ISO140001 内部監査員養成講座｣の 2回で継続開催を計画。 

・2月｢中小企業向けセミナー｣として計画。 

[環境保全活動] 

・オイスカ富山県支部｢緑の里山保全森づくり活動｣の相乗り案で計画。その他、外部からの参加

が可能な活動があれば募集周知する。 

[その他] 

・活動詳細については 2月実施のアンケートで委員からの意見を伺い、4月の幹事会で審議する。 

＜決定事項＞ 2024 年度事業計画について上記記載の内容で承認された。 

以 上 


